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滝
上
寺
九
品
来
迎
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試
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と
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の
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係
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知

美
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1
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（
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（

図

1
）

（

図

2
）

滝
上
寺
所
蔵
の
九
品
来
迎
図
三
幅
は
、
画
中
色
紙
形
に
記
さ
れ
た
「
観
無
量
寿
経
』
の
経
文
よ
り
、
上
品
上
生
・
上
品
中
生
・
下
品
中

（図
3）

生
来
迎
図
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
当
初
は
九
品
来
迎
を
そ
れ
ぞ
れ
一
幅
に
描
い
た
九
幅
対
の
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ

て
い
る
。
画
面
に
は
臨
終
を
迎
え
る
往
生
者
の
も
と
に
阿
弥
陀
聖
衆
が
雲
に
乗
り
飛
来
す
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
作
品
を
目

に
す
る
も
の
に
最
も
強
い
印
象
を
与
え
る
の
は
、

そ
の
風
景
で
あ
ろ
う
。
画
面
の
中
で
風
景
の
占
め
る
割
合
が
大
き
く
、
描
写
の
上
で
も

む
し
ろ
風
景
の
ほ
う
に
注
意
が
払
わ
れ
て
い
る
。
阿
弥
陀
聖
衆
が
、

い
わ
ゆ
る
立
像
皆
金
色
の
鎌
倉
時
代
後
半
の
定
型
図
様
で
、
描
写
も

平
板
で
あ
る
の
に
対
し
、
風
景
描
写
は
、
山
塊
を
重
ね
、
崖
や
洲
浜
や
滝
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
複
雑
な
地
形
を
作
り
、
緑
青
・
群
青
・

金
泥
の
濃
彩
を
施
し
、
様
々
な
植
物
や
世
俗
の
人
々
を
描
き
込
ん
で
い
る
。
し
か
し
ど
こ
か
画
風
に
硬
化
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
の
は
否
め

な
い
。
本
作
品
は
こ
の
よ
う
に
画
題
は
来
迎
図
で
あ
る
が
主
題
は
風
景
で
あ
り
、
そ
の
風
景
描
写
に
は
ど
こ
か
不
整
合
な
と
こ
ろ
を
も
っ

作
品
で
あ
る
。

（注
3）

本
作
品
に
つ
い
て
は
、
田
口
栄
一
氏
に
、
詳
細
な
部
分
写
真
を
添
え
て
そ
の
図
様
の
系
譜
に
つ
い
て
論
じ
た
研
究
が
あ
る
。
田
口
氏
は

そ
の
な
か
で
、
滝
上
寺
本
が
、
来
迎
聖
衆
の
図
様
の
上
で
は
鳳
風
堂
一
扉
一
絵
や
鶴
林
寺
太
子
堂
壁
画
か
ら
の
伝
統
を
底
流
と
し
て
い
る
が
、

皆
金
色
立
像
の
聖
衆
の
尊
像
構
成
は
、
鎌
倉
後
半
以
降
に
成
立
し
た
い
わ
ゆ
る
二
十
五
菩
薩
来
迎
図
の
系
統
に
属
す
る
と
位
置
づ
け
て
い

る
。
本
稿
で
は
田
口
氏
の
図
像
学
的
考
察
に
し
た
が
い
、
そ
れ
と
は
別
に
滝
上
寺
本
九
品
来
迎
図
の
背
景
を
な
す
風
景
表
現
の
絵
画
と
し

一O
五



一O
六

て
の
特
質
を
考
え
、
こ
の
作
品
の
制
作
さ
れ
た
時
代
の
絵
画
的
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

ー
・
構
図
の
系
譜

滝
上
寺
所
蔵
九
品
来
迎
図
三
幅
の
構
図
が
、
別
の
二
つ
の
系
統
に
属
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
上
品
来
迎
図
二
幅
と
、
下
品

来
迎
図
一
幅
と
は
別
の
系
統
に
分
け
ら
れ
る
。
上
品
来
迎
図
二
幅
は
い
づ
れ
も
視
点
が
遠
く
、
画
面
中
央
に
は
水
面
が
広
が
り
、
水
面
の

両
側
に
山
や
土
壌
が
積
み
重
な
る
よ
う
に
配
さ
れ
る
。
下
品
来
迎
図
一
幅
は
、
視
点
が
よ
り
近
く
、
塀
に
固
ま
れ
た
邸
宅
の
前
庭
を
大
き

（注
4）

く
描
き
、
画
面
下
方
に
は
土
坂
、
上
方
に
は
遠
山
や
霞
を
へ
だ
て
た
水
面
と
い
う
よ
う
に
、
自
然
の
一
片
を
切
り
取
っ
て
、
画
面
の
構
成

要
素
と
し
て
合
成
し
た
か
の
よ
う
な
構
図
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
二
系
統
の
構
図
が
、
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
風
景
を
描

い
た
大
画
面
絵
画
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
、
以
下
、
当
時
の
遺
例
と
比
較
す
る
こ
と
で
み
て
み
た
い
。

（注
5）

滝
上
寺
本
上
品
来
迎
図
に
お
い
て
は
、
積
み
重
な
る
山
塊
の
稜
線
が
水
面
を
挟
ん
で
V
字
形
を
描
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
V
字
形
を

（
注
6
）
（
図
5
）

基
本
と
し
た
構
図
の
作
品
と
し
て
は
、
天
喜
元
年
（
一

O
五
三
）
の
平
等
院
鳳
鳳
堂
の
正
面
及
び
側
面
扉
絵
を
は
じ
め
と
し
て
、
十
一
世

｛注
7
）
戸
図
4
）

（

注

8
）

紀
後
半
の
作
と
さ
れ
る
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
の
山
水
扉
風
、
十
三
世
紀
初
頭
の
神
護
寺
所
蔵
の
山
水
扉
風
が
挙
げ
ら
れ
る
。

V
字
形
構

図
は
、
見
る
者
の
視
線
を
、
画
面
下
方
の
山
や
土
壌
の
重
な
り
か
ら
画
面
中
央
に
広
が
る
水
面
へ
と
導
く
、
集
約
性
を
持
っ
て
い
る

下
品
来
迎
図
で
は
、
遠
山
、
水
面
、
土
坂
と
い
っ
た
風
景
の
断
片
を
震
を
介
在
さ
せ
る
こ
と
で
結
び
つ
け
る
と
い
う
、
情
敵
視
点
を
基

本
と
し
た
合
成
的
な
構
図
を
と
る
。
こ
の
よ
う
に
傭
敵
視
点
を
基
本
と
し
て
画
面
全
体
を
地
面
或
い
は
水
面
で
覆
う
非
V
字
形
構
図
の
作

（注
9
）
（
図
6
）

品
と
し
て
は
、
延
久
元
年
（
一

O
六
九
）
の
聖
徳
太
子
絵
伝
、
天
永
三
年
（
一
一
一
一
一
）
の
鶴
林
寺
太
子
堂
の
九
品
来
迎
図
、
保
延
二
年

（注
U
）

（

注

ロ

）

（
一
二
三
ハ
）
の
出
光
美
術
館
所
蔵
の
真
言
八
祖
行
状
図
、
十
三
世
紀
前
半
の
作
と
さ
れ
る
大
福
田
寺
所
蔵
の
釈
迦
八
相
成
道
固
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の

V
字
形
構
図
と
非
V
字
形
構
図
と
の
違
い
は
、
絵
画
表
現
に
ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

V
字
形
構
図
の
中
で
比
較
的
早
い
作
品
で
あ
る
京
都
国
立
博
物
館
の
山
水
扉
風
を
見
る
と
、
水
平
線
は
画
面
上
方
に
置
か
れ
、
視
点
が



高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
中
央
の
水
面
を
挟
む
山
々
は
遠
く
に
ゆ
く
に
つ
れ
て
そ
の
弧
を
し
だ
い
に
小
さ
く
し
、
樹
木
は

遠
く
に
ゆ
く
に
つ
れ
て
縮
小
・
簡
略
化
し
て
遠
近
の
区
別
を
つ
け
て
い
る
。
霞
は
、
近
景
の
樹
木
の
幹
を
途
中
で
か
き
消
し
た
り
土
壌
と

水
面
の
境
を
ぼ
か
す
こ
と
で
自
然
に
表
現
し
て
い
る
。
画
面
の
最
上
方
は
濃
い
青
色
で
横
一
文
字
に
彩
色
し
て
空
の
深
ま
り
を
表
し
て
い

（
注
目
）

る
。
こ
の
一
文
字
の
彩
色
は
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
の
大
画
面
絵
画
の
常
套
的
技
法
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は

V
字
形
の
集
約
的
構
図
と
あ
い
ま
っ
て
、
風
景
に
深
み
を
与
え
て
い
る
。
鳳
風
堂
の
側
面
扉
一
絵
も
、
京
都
国
立
博
物
館
本
の
山
水
扉
風
と

構
図
上
ほ
ほ
共
通
し
て
い
る
。
水
平
線
が
画
面
の
上
辺
か
ら
三
分
の
一
ほ
ど
の
、
画
面
の
総
高
と
の
比
率
で
は
山
水
扉
風
よ
り
も
低
い
位

置
に
置
か
れ
、
視
点
が
高
い
と
は
い
え
真
上
か
ら
下
を
見
お
ろ
す
の
で
は
な
く
、
高
み
か
ら
遠
く
を
見
は
る
か
す
よ
う
な
奥
行
き
を
そ
な

（図
7
）

え
た
風
景
で
あ
る
。
水
面
に
張
り
出
す
洲
浜
の
形
態
も
、
斜
め
上
か
ら
見
た
よ
う
な
立
体
感
を
持
っ
て
い
る
。
鳳
風
堂
の
正
面
一
扉
絵
で
は
、

稜
線
が
深
い
弧
を
描
く
高
い
山
塊
が
重
な
る
が
、
画
面
上
方
に
広
が
る
水
面
を
挟
む
遠
山
の
稜
線
に
よ
っ
て
、
や
は
り
V
字
を
繰
り
返
し

た
W
字
形
が
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
平
安
時
代
の
V
字
形
を
基
本
と
し
た
構
図
の
大
画
面
絵
画
で
は
、
近
景
に
置
か
れ
た
中
心
的
モ
テ

イ
フ
（
草
庵
や
往
生
者
の
家
な
ど
）
が
画
面
の
重
心
と
し
て
は
た
ら
き
、
集
約
的
風
景
画
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
非
V
字
形
の
僻
隊
構
図
を
と
る
聖
徳
太
子
絵
伝
、
鶴
林
寺
太
子
堂
九
品
来
迎
図
、
真
言
八
祖
行
状
図
、
釈
迦
八
相
成
道
図

で
は
、

い
づ
れ
も
地
平
線
が
画
面
の
ほ
と
ん
ど
上
辺
間
際
の
近
い
高
い
位
置
に
置
か
れ
る
。
特
に
、
こ
れ
ら
の
う
ち
最
も
制
作
時
期
の
早

滝上寺九品来迎図試論

い
聖
徳
太
子
絵
伝
に
お
い
て
は
、
画
面
最
上
方
ま
で
ゆ
る
や
か
な
土
壌
が
重
な
り
、
建
物
の
奥
行
を
示
す
斜
め
の
線
も
、
画
面
の
隅
々
ま

で
均
一
の
角
度
で
ひ
か
れ
、
平
行
を
保
つ
た
め
、
集
約
性
を
も
た
な
い
、
淡
々
と
し
た
風
景
が
広
が
っ
て
い
る
。
山
の
稜
線
の
描
く
弧
は

遠
く
に
ゆ
く
に
つ
れ
小
さ
く
し
、
樹
木
や
人
物
な
ど
の
モ
テ
ィ
フ
の
大
き
さ
も
遠
近
に
応
じ
て
わ
ず
か
に
か
え
て
、
備
敵
視
点
に
よ
る
広

が
り
を
表
し
て
い
る
。
地
平
線
の
位
置
か
ら
導
か
れ
る
全
体
を
統
括
す
る
視
点
と
、
建
物
や
土
坂
な
ど
の
個
々
の
モ
テ
ィ
フ
に
よ
り
導
か

れ
る
視
点
と
が
高
さ
に
お
い
で
ほ
ぼ
一
致
す
る
た
め
、
視
点
は
単
一
で
は
な
い
が
、
統
一
感
の
あ
る
構
図
と
な
っ
て
い
る
。
鶴
林
寺
の
九

品
来
迎
図
に
お
い
て
は
、
な
だ
ら
か
な
土
披
で
な
く
比
較
的
高
い
山
が
画
面
全
体
に
積
み
重
ね
ら
れ
る
が
、
画
面
ほ
と
ん
ど
を
地
面
や
水

一O
七



一O
入

モ
テ
ィ
フ
を
均
等
に
分
散
さ
せ
る
と
い
う
構
図
は
聖
徳
太
子
絵
伝
と
基
本
的
に
共
通
す
る
。

V
字
形
構
図
の
集
約
性
に
た
い

し
、
こ
の
分
散
性
が
、
非
V
字
形
構
図
の
風
景
画
の
特
徴
と
い
え
よ
う
。
真
言
八
祖
行
状
図
も
、
画
面
大
部
分
を
地
面
や
水
面
が
占
め
る

（注
M）

と
い
う
点
で
聖
徳
太
子
絵
伝
と
同
じ
で
あ
る
が
、
各
情
景
の
最
も
奥
の
山
が
群
青
で
塗
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
端
的
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

近
景
・
中
景
・
遠
景
が
そ
れ
ぞ
れ
で
完
結
し
独
立
し
て
お
り
、
震
に
よ
っ
て
各
モ
テ
イ
フ
が
へ
だ
て
ら
れ
て
い
る
。
真
言
八
祖
行
状
図
で

は
近
景
を
拡
大
し
画
面
の
重
心
と
す
る
画
面
構
成
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
非
V
字
形
構
図
の
特
徴
で
あ
る
均
等
な
分
散
性
は
失
わ
れ
て

面
で
覆
い
、

、
‘
ー
》
O

L
V

叫

d
匂こ

れ
ま
で
の
作
品
の
比
較
か
ら
、

V
字
形
構
図
と
非
V
字
形
構
図
の
表
現
上
の
一
般
的
特
徴
を
引
き
出
す
な
ら
ば
、

V
字
形
構
図
の
特

徴
と
し
て
集
約
性
を
、
非
V
字
形
構
図
の
特
徴
と
し
て
分
散
性
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

滝
上
寺
本
上
品
来
迎
図
を
、
先
に
挙
げ
た

V
字
形
構
図
の
諸
作
品
と
比
較
す
る
と
、
水
平
線
が
山
水
扉
風
や
鳳
風
堂
扉
絵
よ
り
も
上
方

の
色
紙
形
あ
た
り
ま
で
上
昇
し
て
お
り
、
画
面
を
統
括
す
る
視
点
が
さ
ら
に
高
い
と
こ
ろ
に
移
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
水

面
を
挟
む
両
側
の
山
々
の
稜
線
は
、
遠
近
に
関
わ
ら
ず
深
く
、
低
い
視
点
か
ら
見
上
げ
た
形
で
描
か
れ
て
い
る
た
め
、
画
面
は
視
点
的
統

一
に
欠
け
る
。
と
く
に
滝
上
寺
本
上
品
中
生
図
の
水
面
に
張
り
出
す
洲
浜
は
、
そ
の
画
面
に
お
け
る
位
置
か
ら
判
断
す
る
と
遠
景
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
き
く
描
か
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
の
モ
テ
イ
フ
を
捉
え
る
視
点
は
、
洲
浜
自
体
は
真
上
か
ら
、
洲
浜
に
続
く
山
塊

（図
8）

は
側
面
か
ら
と
分
化
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
ま
る
で
洲
浜
だ
け
が
空
中
に
浮
い
た
か
の
よ
う
な
平
板
な
印
象
を
与
え
る
。
滝
上
寺
本
上

品
来
迎
図
で
は
、
画
面
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
の
モ
テ
ィ
フ
が
同
等
の
大
き
さ
・
細
密
さ
で
描
か
れ
、
均
等
に
分
散
し
て
お
り
、

V
字
形
構
図

の
集
約
性
が
失
わ
れ
て
い
る
。

一
方
、
滝
上
寺
本
下
品
来
迎
図
で
は
、
非
V
字
形
の
備
隊
構
図
の
基
本
に
の
っ
と
り
は
し
て
い
る
が
、
遠
山
・
建
物
・
樹
木
な
ど
の
モ

テ
イ
フ
は
震
に
よ
っ
て
完
全
に
隔
て
ら
れ
て
い
る
。
近
景
を
つ
く
る
庭
前
の
モ
テ
イ
フ
と
周
り
の
土
坂
と
は
ひ
と
つ
な
が
り
の
情
景
を
構

成
し
て
い
る
が
、

そ
の
ほ
か
の
中
景
や
遠
景
の
モ
テ
ィ
フ
と
の
有
機
的
つ
な
が
り
は
ほ
と
ん
ど
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い
か
の
よ
う
で
、



各
々
の
景
が
独
立
し
た
合
成
的
な
構
図
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
近
景
を
拡
大
し
て
中
景
や
遠
景
と
区
別
し
、
各
々
の
モ
テ
イ
フ
を

単
独
で
完
結
さ
せ
る
と
い
う
合
成
的
構
図
は
、
真
言
八
祖
行
状
図
に
も
み
と
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

V
字
形
構
図
の
集
約
性
は
、
視
点
を
比
較
的
近
く
に
と
っ
て
画
面
中
央
に
重
心
と
な
る
モ
テ
イ
フ
を
置
き
、
遠
く
に
ゆ
く
に
つ
れ
て
モ

テ
イ
フ
を
縮
小
・
簡
略
化
す
る
場
合
に
、
最
も
明
確
に
現
れ
る
。
故
に
、
視
点
を
高
く
遠
く
に
置
き
、
モ
テ
ィ
フ
の
均
等
化
を
導
く
と
、

こ
の
集
約
性
は
失
わ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
た
と
え
ば
、
と
も
に
V
字
形
構
図
で
あ
る
京
都
国
立
博
物
館
本
の
視
点
の
近
い
山
水
扉
風
と
、

神
護
寺
本
の
視
点
を
よ
り
高
く
遠
く
置
い
た
山
水
扉
風
と
で
は
、
前
者
で
は
重
心
の
あ
る
集
約
的
画
面
と
な
っ
て
い
る
が
、
後
者
は
分
散

滝上寺九品来迎図試論

的
な
画
面
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
非
V
字
形
の
僻
廠
構
図
で
は
、
視
点
の
遠
い
場
合
、
す
な
わ
ち
、
風
景
画
と
し
て
の
輪
郭
を
つ
く
る
地
面
が
広
い
範
囲
で
と
ら

え
ら
れ
、
モ
テ
ィ
フ
の
大
き
き
ゃ
描
法
に
あ
ま
り
差
を
つ
け
ず
に
均
等
に
描
か
れ
る
場
合
に
、
画
面
に
統
一
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
反
対
に

視
点
を
近
く
に
置
い
た
場
合
、
つ
ま
り
近
景
を
拡
大
し
て
描
く
場
合
に
は
、
画
面
の
視
点
的
統
一
が
崩
れ
、
結
果
と
し
て
合
成
的
な
構
図

を
と
る
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
と
も
に
非
V
字
形
構
図
を
と
る
聖
徳
太
子
絵
伝
と
真
言
八
祖
行
状
図
を
比
較
す
る
と
、
遠
い
視
点
に

よ
る
聖
徳
太
子
絵
伝
の
方
が
近
景
を
拡
大
し
た
真
言
八
祖
行
状
図
よ
り
も
統
一
感
を
も
つ
の
が
わ
か
る
。

滝
上
寺
本
の
上
品
来
迎
図
と
下
品
来
迎
図
の
画
面
の
も
つ
印
象
の
違
い
は
、
基
本
的
な
構
図
が
V
字
形
か
否
か
と
い
う
枠
組
み
に
源
を

も
っ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
構
図
の
差
に
さ
ら
に
視
点
の
遠
近
の
操
作
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
典
型
的
な
V
字
形
構
図
や
非
V
字

形
構
図
の
絵
画
に
そ
な
わ
っ
て
い
た
集
約
性
や
分
散
性
か
ら
離
れ
た
新
し
い
特
徴
を
そ
れ
ぞ
れ
が
も
っ
に
い
た
っ
て
い
る
と
み
な
す
こ
と

が
で
き
る
。

2
・
モ
テ
ィ
フ
の
系
譜

八
モ
テ
イ
フ
選
択
と
そ
の
配
置
〉

一O
九



。

こ
れ
ま
で
に

V
字
あ
る
い
は
非
V
字
形
構
図
と
い
う
絵
画
の
枠
組
み
に
検
討
を
加
え
て
き
た
が
、
そ
の
枠
に
ど
の
よ
う
な
モ
テ
ィ
フ
を

知
何
に
配
す
る
か
に
よ
っ
て
風
景
画
と
し
て
の
性
格
が
決
定
さ
れ
る
。
以
下
そ
の
モ
テ
ィ
フ
に
つ
い
て
み
て
ゆ
き
た
い
。

V
字
形
構
図
の
上
品
来
迎
図
に
描
か
れ
る
自
然
の
モ
テ
イ
フ
の
う
ち
特
定
の
季
節
を
表
す
も
の
を
挙
げ
る
と
、
上
品
来
迎
図
二
幅
に
共

通
す
る
満
開
の
桜
と
芽
吹
く
柳
、
上
品
上
生
図
の
淡
紅
色
の
花
を
つ
け
た
梅
、
上
品
中
生
図
の
松
に
か
ら
み
つ
く
藤
の
花
や
水
辺
の
一
対

の
鴛
脅
や
土
坂
の
蕨
な
ど
の
春
の
季
節
を
表
す
モ
テ
ィ
フ
が
あ
る
。
自
然
の
モ
テ
ィ
フ
以
外
の
世
俗
モ
テ
ィ
フ
を
挙
げ
る
と
、
上
品
上
生

図
で
は
画
面
上
方
の
藁
葺
の
小
屋
二
軒
、
下
方
の
土
披
に
み
え
か
く
れ
す
る
騎
馬
の
一
行
、
画
面
向
か
っ
て
左
下
の
小
屋
か
ら
牛
を
曳
い

て
で
て
く
る
童
子
と
小
川
で
水
を
汲
む
童
子
、
牛
小
屋
の
屋
根
に
立
つ
竿
に
止
ま
る
務
が
あ
る
。
上
品
中
生
図
で
は
画
面
下
方
の
柳
の
木

の
周
り
で
莱
摘
み
を
す
る
童
子
と
男
、
画
面
中
央
の
洲
浜
の
猟
師
二
人
、
画
面
左
端
の
桜
の
根
元
と
画
面
下
方
の
橋
上
と
に
描
か
れ
た
荷

を
担
う
男
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
画
題
で
あ
る
阿
弥
陀
来
迎
聖
衆
や
往
生
者
と
は
離
れ
た
位
置
に
、
分
散
的
に
配
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
モ
テ
ィ
フ
が
他
と
無
関
係
に
独
立
し
、
い
わ
ば
静
的
な
対
象
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
非
V
字
形
構
図
の
下
品
中
生
図
で
は
、
紅
葉
す
る
樹
木
や
風
に
な
び
く
秋
草
な
ど
の
自
然
モ
テ
ィ
フ
で
秋
の
季
節
を
表
し

て
い
る
。
世
俗
モ
テ
ィ
フ
と
し
て
は
、
画
面
向
か
っ
て
右
上
の
往
生
者
の
家
に
飛
来
す
る
化
仏
と
そ
こ
か
ら
逃
げ
出
す
鬼
、
画
面
中
央
の

邸
宅
と
庭
前
の
人
々
が
挙
げ
ら
れ
る
。
邸
宅
の
主
人
は
室
内
で
胡
座
し
、
庭
先
で
は
縄
で
縛
ら
れ
た
人
を
ひ
っ
た
て
る
男
達
や
、
そ
れ
を

見
物
す
る
家
人
達
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
モ
テ
ィ
フ
は
『
観
無
量
寿
経
』
の
下
品
中
生
文
に
か
な
り
忠
実
に
従
っ
た
往
生
場
面
を

表
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
田
口
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
俗
モ
テ
イ
フ
が
有
機
的
に
関
連
し
あ
っ
て
何
ら
か
の

ス
ト
ー
リ
ー
を
表
す
か
の
よ
う
な
描
写
が
な
さ
れ
る
。
庭
前
の
紅
葉
や
秋
草
さ
え
も
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
演
出
す
る
か
の
よ
う
に
風
に
そ

よ
い
で
お
り
、
こ
こ
で
は
あ
ら
ゆ
る
モ
テ
イ
フ
が
動
的
な
対
象
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

以
上
の
滝
上
寺
本
の
モ
テ
ィ
フ
選
択
と
配
置
を
他
の
作
品
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
滝
上
寺
本
上
品
来
迎
図
に
み
と
め
ら
れ
る
、

画
面
を
あ
る
季
節
に
限
定
し
、
自
然
モ
テ
ィ
フ
や
世
俗
モ
テ
ィ
フ
を
複
数
組
み
合
わ
せ
る
と
い
う
画
面
構
成
は
、
平
安
時
代
の
大
和
絵
障

つ
の



扉
画
に
お
い
て
発
達
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
障
扉
画
に
お
い
て
は
、
風
景
も
景
物
も
風
俗
も
す
べ
て
が
季
節
の
う
つ
り
ゆ
き
に
し
た

｛
注
目
｝

が
っ
て
絵
画
化
さ
れ
て
い
た
、
つ
ま
り
四
季
絵
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
こ
と
が
文
献
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
こ
の
四
季
絵
と
し
て
の
構
想

は
、
十
一
世
紀
半
ば
に
は
世
俗
画
の
み
な
ら
ず
宗
教
画
に
も
及
ん
で
い
た
こ
と
が
、
鳳
風
堂
扉
絵
の
押
縁
下
の
墨
書
銘
に
よ
っ
て
確
か
め

ら
れ
、
実
際
の
画
面
で
も
四
季
の
う
つ
り
ゆ
き
に
従
っ
て
モ
テ
ィ
フ
が
配
さ
れ
て
い
る
。
四
季
絵
的
モ
テ
ィ
フ
選
択
に
よ
る
作
品
と
し
て

は
、
京
都
国
立
博
物
館
本
山
水
扉
風
（
春
）
、
神
護
寺
本
山
水
扉
風
（
秋
）
、
滝
上
寺
本
上
品
来
迎
図
（
春
）
お
よ
び
下
品
来
迎
図
（
秋
）

が
挙
げ
ら
れ
、
先
の

1
章
に
お
い
て
構
図
の
上
で
V
字
形
に
分
類
し
た
作
品
と
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
四
季
絵
的
作
品
の
モ
テ

イ
フ
配
置
の
上
で
着
目
す
べ
き
は
、
鳳
風
堂
の
放
ち
馬
に
し
て
も
京
都
国
立
博
物
館
本
山
水
扉
風
の
騎
馬
の
一
行
に
し
て
も
、
神
護
寺
本

山
水
扉
風
に
多
数
描
か
れ
る
世
俗
モ
テ
ィ
フ
に
し
て
も
、
各
々
が
個
別
的
に
独
立
し
、
他
の
モ
テ
ィ
フ
と
は
無
関
係
に
風
景
の
中
に
散
り

ば
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
滝
上
寺
本
に
描
か
れ
る
荷
を
担
う
男
や
、
莱
摘
み
の
人
物
も
ま
た
同
様
に
そ
れ
自
体
で
完
結
し
て
お
り
、

な
ん
ら
他
の
モ
テ
ィ
フ
と
動
的
関
係
を
も
た
な
い
状
態
で
画
中
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
四
季
絵
的
な
作
品
に
た
い
し
、
滝
上
寺
本
の
下
品
来
迎
図
は
、
紅
葉
や
秋
草
に
よ
っ
て
秋
の
季
節
が
表
さ
れ
る
と
は
い
え
、
そ

れ
は
先
の
四
季
絵
的
作
品
の
よ
う
に
静
的
な
も
の
で
は
な
く
、
風
に
そ
よ
ぐ
と
い
う
動
き
を
示
す
こ
と
で
、
他
の
世
俗
モ
テ
ィ
フ
と
と
も

滝上寺九品来迎図試論

に
あ
る
展
開
性
を
う
み
だ
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
近
景
に
と
く
に
大
き
く
と
ら
え
ら
れ
た
複
数
の
モ
テ
ィ
グ
の
つ
く
り
だ
す
庭
前
の
情
景

が
、
絵
画
の
主
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
そ
な
孔
た
作
品
と
し
て
は
、
聖
徳
太
子
絵
伝
や
鶴
林
寺
太
子
堂
九
品

来
迎
図
や
釈
迦
八
相
成
道
図
な
ど
の
大
画
面
の
仏
教
説
話
画
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
二
者
で
は
季
節
は
特
に
限
定
さ
れ
ず
、
後
者
で
は
紅
葉

と
満
聞
の
桜
が
共
に
描
か
れ
、
春
と
秋
と
の
混
在
し
て
い
る
が
、
季
節
は
こ
こ
で
は
と
く
に
絵
画
表
現
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
要
素
と

な
っ
て
は
い
な
い
。
先
の
四
季
絵
的
大
画
面
作
品
が
、
モ
テ
ィ
フ
自
体
は
展
開
性
を
も
た
な
い
と
い
う
静
的
規
範
の
も
と
に
制
作
さ
れ
た

の
に
た
い
し
、
こ
の
絵
伝
や
九
品
来
迎
図
や
釈
迦
八
相
成
道
図
な
ど
の
大
画
面
仏
教
説
話
画
は
、
モ
テ
ィ
フ
自
体
が
運
動
性
を
み
ち
び
く

と
い
う
動
的
規
範
の
も
と
に
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
何
ら
か
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
絵
画
化
す
る
仏
教
説
話
画
は
、
複
数
の
動
的
モ
テ
イ



フ
を
描
き
込
む
舞
台
と
し
て
、

V
字
の
枠
に
は
ま
ら
な
い
、
融
通
の
き
く
非
V
字
形
構
図
に
よ
る
広
い
地
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

滝
上
寺
本
下
品
来
迎
図
が
非
V
字
形
構
図
を
と
る
こ
と
と
、
モ
テ
ィ
フ
が
相
互
に
関
連
づ
け
ら
れ
画
面
に
展
開
性
が
そ
な
わ
る
こ
と
と
は

に
関
連
が
あ
る
。
動
的
主
題
が
非
V
字
形
構
図
に
よ
る
舞
台
を
選
択
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〈
図
様
の
継
承
〉

滝
上
寺
本
の
世
俗
モ
テ
ィ
フ
の
う
ち
、

一
、
莱
摘
み
の
童
子
と
男
（
上
品
中
生
図
）

二
、
洲
浜
の
藁
屋
（
上
品
上
生
図
）

三
、
猟
師
（
上
品
中
生
図
）

四
、
牛
小
屋
の
竿
に
止
ま
る
鴻
（
上
品
上
生
図
）

の
図
様
を
他
の
作
品
の
中
に
探
す
と
、

一
の
莱
摘
み
の
童
子
と
男
の
図
様
は
、
神
護
寺
本
山
水
扉
風
の
右
か
ら
第
三
扇
（
復
元
案
に
よ
る
順
番
）
に
描
か
れ
た
草
を
刈
る
二
人

と
、
姿
勢
の
み
な
ら
ず
衣
の
色
（
群
青
と
白
色
）
も
共
通
し
て
い
る
。
た
だ
し
神
護
寺
本
は
秋
景
で
あ
る
た
め
、
閉
じ
図
様
を
用
い
て
は

い
る
が
、
莱
摘
み
で
は
な
く
、
草
刈
り
を
示
し
て
い
る
。

二
の
洲
浜
の
藁
屋
の
図
様
は
、
鳳
風
堂
扉
絵
と
神
護
寺
本
山
水
扉
風
に
み
え
、
藁
屋
の
立
つ
洲
浜
が
画
面
上
方
の
水
面
に
接
す
る
と
い

う
配
置
の
点
で
も
一
致
す
る
。

三
の
猟
師
の
図
様
は
、
鶴
林
寺
太
子
堂
来
迎
図
に
み
え
る
。
鶴
林
寺
本
の
猟
師
三
人
の
う
ち
徒
歩
の
二
人
は
、
画
面
向
か
っ
て
左
へ
歩

き
、
前
を
進
む
者
が
後
ろ
を
振
り
向
き
、
後
ろ
の
者
が
前
を
向
く
と
い
う
体
勢
、
前
の
者
が
笠
・
後
ろ
の
者
が
烏
帽
子
を
被
り
、
共
に
半

袖
を
つ
け
る
と
い
う
装
束
、
ま
た
獲
物
を
肩
に
担
ぐ
点
な
ど
、
共
通
す
る
点
が
多
い
。
こ
の
猟
師
の
モ
テ
イ
フ
は
、
岡
崎
譲
治
氏
に
よ
り

｛
注
目
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下
品
非
業
の
往
生
者
の
姿
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
本
来
な
ら
ば
下
品
来
迎
図
に
描
か
れ
る
べ
き
モ
テ
イ
フ
が
、
滝
上
寺
本
に
お
い



て
上
品
来
迎
図
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
本
作
品
の
性
格
を
考
え
る
う
え
で
着
目
さ
れ
る
。

四
の
小
屋
の
竿
に
止
ま
る
鵜
は
、
当
時
の
大
画
面
絵
画
に
は
み
え
な
い
が
、
一
遍
聖
絵
や
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
と
い
っ
た
鎌
倉
時
代
の

（
注
目
）

説
話
絵
巻
の
墓
地
や
荒
廃
し
た
市
場
な
ど
に
多
く
描
か
れ
る
モ
テ
イ
フ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
滝
上
寺
本
に
描
か
れ
た
い
く
つ
か
の
モ
テ
イ
フ
、
莱
摘
み
の
人
物
（
二
）
や
猟
師
会
一
）
な
ど
は
、
先
行
す
る
作
品
に
、

近
似
し
た
図
様
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
神
護
寺
本
山
水
扉
風
に
お
い
て
秋
の
草
刈
り
を
表
し
て
い
た
図
様
が
、
滝
上
寺

本
で
は
春
の
莱
摘
み
を
表
し
、
鶴
林
寺
本
で
下
品
の
悪
業
を
表
し
て
い
た
猟
師
が
、
滝
上
寺
本
で
は
上
品
上
生
図
に
描
か
れ
る
と
い
っ
た
、

モ
テ
イ
フ
の
意
味
の
変
換
や
喪
失
が
み
と
め
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
モ
テ
イ
フ
選
択
と
そ
の
配
置
や
、
図
様
に
つ
い
て
の
分
析
を
ま
と
め
る
と
次
の
こ
と
が
い
え
よ
う
。

滝
上
寺
本
上
品
来
迎
図
は
、

V
字
形
構
図
の
風
景
の
枠
に
季
節
を
示
す
自
然
モ
テ
ィ
フ
と
世
俗
モ
テ
イ
フ
を
、
相
互
の
関
連
な
し
に
、

静
的
な
対
象
と
し
て
配
す
る
と
い
う
、
大
和
絵
障
扉
画
の
画
面
構
成
法
を
と
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
視
点
を
よ
り
高
く
置
く
こ
と
で
モ
テ

イ
フ
を
配
す
る
地
を
広
げ
る
構
図
法
ゃ
、
牛
を
曳
く
童
子
や
水
汲
み
の
童
子
、
劫
で
荷
を
運
ぶ
男
達
と
い
っ
た
卑
近
な
モ
テ
ィ
フ
に
く
わ

滝上寺九品来迎図試論

ぇ
、
下
品
の
悪
業
を
示
す
猟
師
や
、
墓
地
や
廃
市
と
共
に
描
か
れ
る
こ
と
の
多
い
鵜
を
上
品
来
迎
図
に
描
く
と
い
っ
た
、
伝
統
的
四
季
絵｛

注
印
）

の
規
範
か
ら
逸
脱
し
た
、
何
ら
か
の
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
を
誘
う
よ
う
な
モ
テ
ィ
フ
選
択
に
は
新
し
い
絵
画
的
志
向
が
わ
ず
か
に
う
か
が
え

る
。
し
か
し
そ
れ
ら
図
様
の
も
つ
意
味
が
変
換
さ
れ
た
り
失
わ
れ
た
り
し
て
い
る
場
合
が
み
う
け
ら
れ
、
図
様
が
型
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
内
容
上
の
意
味
を
失
っ
た
型
と
し
て
の
モ
テ
イ
フ
が
描
か
れ
る
の
は
、

モ
テ
イ
フ
に
形
態
上

の
機
能
が
も
と
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
モ
テ
イ
フ
は
専
ら
装
飾
的
な
意
味
で
画
面
に
均
等
に
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る

に
す
ぎ
な
い
。
上
品
来
迎
図
は
、

V
字
形
構
図
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
画
面
構
成
の
上
で
は
非
V
字
形
の
特
徴
で
あ
る
分
散
的
な
性
格

を
帯
び
て
い
る
。
そ
の
分
散
し
た
モ
テ
イ
フ
は
、
所
々
に
動
的
要
素
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る
の
み
で
、
未
だ
相
互
に
結
ぶ
つ
く
契
機
を
得

一
一
一一



四

ず
、
個
別
的
に
完
結
し
た
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
の
、
滝
上
寺
本
下
品
来
迎
図
で
は
、
逆
に
大
画
面
の
仏
教
説
話
画
の
定
型
で
あ
る
分
散
的
な
非
V
字
構
図
か
ら
離
れ
て
、
近
景
を

拡
大
し
て
画
面
の
重
心
と
な
し
、
諸
モ
テ
ィ
フ
が
結
び
つ
い
て
動
的
な
展
開
性
を
も
つ
に
い
た
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ま
で
分
散
し

て
個
別
的
に
展
開
し
て
い
た
情
景
が
よ
り
複
雑
に
関
連
す
る
こ
と
で
意
味
の
上
で
の
大
き
な
う
ね
り
を
う
み
だ
し
、
そ
の
結
果
、
ス
ト
l

リ
l
展
開
が
絵
画
の
主
題
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

八
表
現
技
法
〉

滝
上
寺
本
上
品
来
迎
図
の
風
景
モ
テ
ィ
フ
は
、
基
本
的
に
は
平
安
時
代
の
鳳
風
堂
以
来
の
伝
統
的
な
技
法
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
水
面
に
は
墨
線
で
均
一
な
敷
波
を
描
き
、
近
景
の
汀
に
は
白
色
顔
料
で
波
頭
を
表
す
点
、
山
に
は
緑
青
の
平
塗
り
を
施
す
が
、

最
も
遠
く
の
山
は
墨
線
の
み
で
表
す
点
、
さ
ら
に
樹
木
に
つ
い
て
は
、
近
く
の
松
は
葉
叢
を
緑
青
で
塗
り
、
新
芽
を
白
緑
で
描
く
点
や
、

（
注
却
）

桜
の
花
弁
を
白
色
顔
料
の
点
を
五
つ
円
形
に
並
べ
て
表
す
点
な
ど
は
鳳
風
堂
扉
絵
と
共
通
す
る
技
法
で
あ
る
。

し
か
し
一
方
で
は
、
山
肌
に
遠
近
に
関
わ
ら
ず
金
泥
を
は
い
た
り
、
画
面
全
体
に
細
密
に
描
い
た
松
・
杉
・
桜
・
梅
・
柳
な
ど
を
密
に

配
し
、
平
面
的
な
す
や
り
震
を
幾
重
に
も
重
ね
る
点
は
、
む
し
ろ
鎌
倉
時
代
後
半
の
知
恩
院
本
早
来
迎
図
や
春
日
長
陀
羅
諸
作
例
の
装
飾

的
な
風
景
描
写
に
見
ら
れ
る
技
法
で
あ
り
、
上
品
来
迎
図
が
装
飾
性
へ
と
傾
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
近
景
の
樹
木
の
幹
に
複

雑
な
凹
凸
を
つ
け
、
筆
腹
を
使
っ
て
う
ろ
を
表
し
た
り
す
る
細
密
な
描
写
ゃ
、
木
の
枝
先
や
人
物
の
輪
郭
を
描
く
細
い
濃
墨
線
は
、
鳳
風

堂
扉
絵
や
京
都
国
立
博
物
館
本
山
水
扉
風
に
み
ら
れ
る
ゆ
っ
た
り
と
し
た
樹
木
の
形
態
や
柔
ら
か
な
や
や
太
め
の
描
線
と
は
異
な
り
、
画

面
全
体
を
ひ
と
つ
の
調
和
の
中
に
と
ら
え
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
樹
木
や
人
物
な
ど
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
モ
テ
ィ
フ
を
峻
別
し
て
描

く
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
性
を
際
立
た
せ
よ
う
と
す
る
意
図
が
み
て
と
れ
る
。
さ
ら
に
、
聖
衆
の
乗
る
雲
の
尾
が
隠
れ
る
山
す
な
わ

ち
聖
衆
が
越
え
て
く
る
山
に
の
み
、
単
純
な
す
や
り
霞
と
は
異
な
る
輪
郭
の
波
打
つ
涌
雲
を
描
く
点
に
は
、
説
明
的
な
性
格
が
う
か
が
え

る
。
上
品
来
迎
図
の
風
景
表
現
に
み
と
め
ら
れ
る
装
飾
性
や
モ
テ
ィ
フ
の
個
別
性
の
表
出
や
説
明
的
性
格
は
、
鎌
倉
時
代
後
半
に
制
作
さ



れ
た
来
迎
図
や
春
日
量
陀
羅
な
ど
の
浄
土
と
し
て
の
荘
厳
化
さ
れ
た
風
景
表
現
と
共
通
し
て
い
る
。

3
－
絵
画
史
上
の
位
置

滝
上
寺
本
上
品
来
迎
図
の
構
成
上
の
特
徴
と
し
て
、
画
面
全
体
が
均
一
な
密
度
で
描
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
来
迎
聖
衆

も
、
往
生
者
の
家
も
、
遠
景
の
山
も
近
景
の
土
坂
も
そ
れ
ぞ
れ
の
形
態
を
同
程
度
に
明
確
に
表
し
、
そ
の
大
き
さ
も
均
一
で
あ
る
。
個
々

の
モ
テ
ィ
フ
は
本
来
の
内
容
上
の
意
味
を
失
い
つ
つ
も
、
風
景
表
現
の
上
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
装
飾
と
し
て
の
形
態
上
の
意
義
を
付
さ

れ
て
画
面
に
散
り
ば
め
ら
れ
る
。
複
数
の
モ
テ
ィ
フ
を
組
み
合
わ
せ
る
方
法
は
、
並
列
的
・
累
積
的
で
あ
っ
て
、
複
数
の
視
点
が
並
存
し

て
い
る
。

下
品
来
迎
図
で
は
、
大
画
面
説
話
画
の
非
V
字
形
構
図
に
の
っ
と
り
な
が
ら
も
、
視
点
を
近
く
と
り
、
世
俗
モ
テ
イ
フ
を
相
互
に
関
連

づ
け
て
動
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
持
つ
点
は
平
安
時
代
以
来
の
大
画
面
の
仏
教
説
画
と
共
通
す

る
が
、
そ
こ
に
重
心
を
持
ち
込
み
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
展
開
を
つ
く
る
点
は
新
し
い
動
向
と
い
え
よ
う
。

滝
上
寺
本
上
品
来
迎
図
は
、
平
安
時
代
の
大
画
面
障
扉
画
の
伝
統
で
あ
る
V
字
形
構
図
と
四
季
絵
的
モ
テ
イ
フ
選
択
に
し
た
が
っ
て
い

滝上寺九品来迎図試論

る
。
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
風
景
画
と
、
宗
教
的
画
題
で
あ
る
来
迎
図
を
調
和
さ
せ
る
と
い
う
構
想
は
、
天
喜
元
年
（
一

O
五
三
）
に
頼
通

の
造
営
し
た
平
等
院
鳳
風
堂
以
来
の
、
ひ
い
て
は
そ
れ
に
遡
る
寛
仁
四
年
（
一

O
二
O
）
に
頼
通
の
父
道
長
の
造
営
し
た
法
成
寺
無
量
寿

（
注
幻
）

院
以
来
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
鳳
風
堂
は
、
保
延
二
年
（
一
二
三
ハ
）
供
養
の
鳥
羽
勝
光
明
院
や
文
治
五
年
（
一
一
八
九
）
年
供
養
の
秀
衡

の
無
量
光
院
の
造
営
に
際
し
、
規
範
と
さ
れ
た
こ
と
が
文
献
記
録
よ
り
知
ら
れ
、
阿
弥
陀
堂
の
宗
教
的
風
景
画
の
古
典
と
し
て
、
多
く
の

（
注
勾
）

作
例
を
う
み
だ
す
源
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
来
迎
図
の
伝
統
と
い
う
点
で
と
り
わ
け
注
目
す
べ
き
は
、
貞
応
三
年
（
一
二
二
四
）
に

商
都
で
活
躍
し
た
絵
師
尊
智
が
四
天
王
寺
の
絵
堂
に
九
品
来
迎
図
を
描
い
た
こ
と
、
建
長
五
年
（
一
二
五
二
）
に
尊
智
の
嫡
流
快
智
が
法

勝
寺
阿
弥
陀
堂
の
画
事
に
参
加
し
た
こ
と
で
あ
る
。
南
都
復
興
造
営
に
際
し
京
都
よ
り
下
向
し
新
し
い
技
術
と
古
い
伝
統
と
を
融
合
さ
せ

五



一
一
六

（
注
お
）

る
こ
と
で
鎌
倉
時
代
に
は
じ
ま
る
守
旧
的
な
画
風
を
形
成
し
た
絵
師
達
が
、
九
品
来
迎
図
と
い
う
宗
教
的
風
景
画
の
伝
統
継
承
を
技
術
的

側
面
で
担
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
尊
智
の
四
天
王
寺
絵
堂
の
画
事
に
関
し
て
「
守
本
様
、
依
伝
文
図
絵
」
（
知
恩
院
本
法
然
上

人
絵
伝
巻
一
五
第
三
段
調
書
）
と
あ
る
こ
と
は
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。

十
一
世
紀
半
ば
の
鳳
風
堂
か
ら
十
三
世
紀
後
半
の
滝
上
寺
本
に
至
る
ま
で
の
時
期
は
、
十
三
世
紀
半
ば
の
こ
十
五
菩
薩
来
迎
図
の
図
像

の
成
立
や
十
二
世
紀
後
半
か
ら
の
展
開
性
を
も
っ
た
絵
巻
制
作
の
流
行
に
顕
著
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
説
明
性
や
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
へ
の

志
向
が
顕
在
化
し
た
時
期
で
あ
り
、
一
方
で
は
十
一
世
紀
に
入
っ
て
大
画
面
の
障
扉
画
制
作
に
際
し
で
も
は
や
扉
風
歌
が
詠
ま
れ
な
く
な

（
注
鈍
）

る
こ
と
に
う
か
が
わ
れ
る
伝
統
的
大
和
絵
の
形
式
化
・
装
飾
化
が
顕
在
化
し
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
絵
所
座
の
成
立
に
示
さ
れ
る

よ
う
に
商
都
を
中
心
に
守
旧
的
画
風
が
継
承
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
絵
画
的
志
向
が
多
様
に
分
化
し
た
絵

画
史
上
の
転
換
期
で
あ
っ
た
。
本
作
品
の
来
迎
聖
衆
の
図
様
の
定
型
化
や
構
図
上
の
不
整
合
や
モ
テ
イ
フ
の
意
味
の
変
化
や
喪
失
は
、
こ

の
絵
画
的
転
換
期
に
お
け
る
諸
々
の
絵
画
的
志
向
の
混
在
の
様
相
を
示
す
一
例
で
あ
る
。

滝
上
寺
本
の
上
品
来
迎
図
と
下
品
来
迎
図
の
構
図
の
二
分
化
は
、
当
時
の
絵
画
に
お
け
る
二
つ
の
絵
画
的
志
向
を
反
映
し
て
い
る
。
そ

の
ひ
と
つ
は
、
あ
ら
ゆ
る
細
部
に
等
し
い
価
値
を
与
え
る
と
い
う
主
題
の
遍
在
化
に
よ
る
画
面
の
装
飾
化
と
い
う
絵
画
的
志
向
で
あ
る
。

と
く
に
春
日
量
陀
羅
に
お
い
て
は
、
シ
ン
メ
ト
リ
カ
ル
な
構
図
と
精
密
な
描
写
に
よ
り
礼
拝
対
象
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
装
飾
化
さ
れ
た
風

（
注
お
）

景
が
え
が
か
れ
る
。
画
面
の
い
か
な
る
部
分
も
同
等
な
細
密
描
写
で
表
し
、
均
等
な
重
要
性
を
付
与
す
る
結
果
と
し
て
、
そ
の
風
景
表
現

は
分
散
的
な
複
数
性
を
持
つ
装
飾
化
の
傾
向
を
示
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
強
調
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
時
代
に
流
行
し

た
祖
師
絵
伝
や
社
寺
の
縁
起
絵
な
ど
に
顕
著
に
み
と
め
ら
れ
る
絵
画
的
志
向
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
新
し
い
絵
画
的
志
向
を
、
滝
上
寺
本
に
お
い
て
は
、
主
題
の
遍
在
性
は
、
大
画
面
障
扉
画
の
定
型
で
あ
る
V
字
構
図
に
よ

り
な
が
ら
も
視
点
を
高
く
し
て
モ
テ
ィ
フ
を
描
く
舞
台
を
拡
大
さ
せ
画
面
の
集
約
性
を
棄
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
強
調

は
、
大
画
面
仏
教
説
話
画
の
伝
統
的
非
V
字
形
構
図
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
視
点
を
近
く
に
と
っ
て
重
心
を
つ
く
り
、
画
面
の
構
図
的
統



一
を
あ
え
て
破
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
実
現
し
て
い
る
。
そ
の
実
現
化
の
際
に
、
平
安
時
代
以
来
の
ふ
る
い
構
図
の
枠
に
、
新
し

い
絵
画
的
志
向
を
知
何
に
融
合
さ
せ
る
か
と
い
う
課
題
が
う
ま
れ
た
こ
と
を
滝
上
寺
本
九
品
来
迎
図
の
風
景
は
示
し
て
い
る
。

滝上寺九品来迎図試論

注
滝
上
寺
本
九
品
来
迎
図
絹
本
着
色
三
幅

（
上
品
上
生
図
）
四
幅
一
舗
竪
一
一
一
一
八
・
五
糎

（
上
品
中
生
図
）
三
幅
一
舗
竪
一
一
二
人
・
二
糎

（
下
品
中
生
図
）
三
幅
一
錦
竪
一
三
人
・
二
糎

2
色
紙
形
墨
書
銘

（
上
品
上
生
図
）
「
若
有
衆
生
願
生
彼
園
者
護
一
一
一
種
心
即
／
便
往
生
嗣
幽
囚
間
］
］
一
者
至
誠
心
二
者
深
／
心
三
者
廻
向
愛
願
日
出
間
口
心
者
必
生
彼
／
園
復

有
三
種
衆
生
嘗
得
往
生
何
圏
為
／
三
一
者
慈
心
不
殺
具
圏
戒
行
口
者
讃
／
諦
大
乗
方
開
間
同
園
行
因
念
廻
／
向
後
願
願
回
附
図
倶
此
功
徳

乃
至
七
／
日
後
口
口
口
」

（
上
品
中
生
図
）
「
不
必
受
持
議
論
方
等
経
典
／
善
解
義
趣
於
第
一
義
心
不
／
驚
動
深
信
因
果
不
誇
大
乗
以
／
此
功
徳
廻
向
願
求
生
極
楽
園
」

（
下
品
中
生
図
）
「
段
犯
五
戒
八
戒
及
具
足
戒
如
此
愚
／
人
像
僧
祇
物
盗
現
前
僧
物
不
／
浄
説
法
無
有
胤
剛
健
以
諸
悪
業
而
／
自
荘
厳
如
此
罪
人
以
悪
業
故
応

／
墜
地
獄
命
欲
終
時
地
獄
衆
火
一
／
時
倶
至
遇
普
知
識
以
大
慈
悲
為
説
／
阿
弥
陀
仏
十
万
威
徳
康
説
彼
仏
光
／
明
神
力
亦
讃
戒
定
慧
解
脱
、
、
知
見
／
此
人

間
巳
除
八
十
億
劫
生
死
之
罪
」

3

田
口
栄
一
「
滝
上
寺
蔵
九
品
来
迎
図
に
つ
い
て
」
（
『
仏
教
芸
術
』
一
一
一
一
号
一
九
七
七
年
四
月
）

4
画
面
向
か
っ
て
左
端
の
最
遠
方
の
山
の
中
腹
あ
た
り
に
墨
線
に
よ
る
水
波
が
描
か
れ
、
水
面
が
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
肉
眼
で
確
認
で
き
る
。

5

平
安
絵
画
の

V
字
構
図
に
つ
い
て
は
、
源
豊
宗
「
鳳
風
堂
の
絵
画
」
（
『
大
和
絵
の
研
究
』
一
九
七
六
年
角
川
書
店
）
参
照
。

6
平
等
院
鳳
風
堂
扉
絵
板
絵
着
色
竪
三
七
四
・

0
1三
九
五
・
五
糎
横
九
0
・
0
1三
五
七
・

O
糎
天
喜
元
年
（
一

O
五
四
）

7

京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
山
水
扉
風
絹
本
著
色
六
曲
一
隻
各
扇
竪
一
四
六
・
四
横
四
二
・
七
糎

8

神
護
寺
所
蔵
山
水
扉
風
絹
本
著
色
六
曲
一
隻
霊
二

0
・
入
糎
横
三
七
・
五
糎
。
本
作
品
は
現
在
各
扇
の
順
番
が
乱
れ
て
い
る
が
、
復
元
案
に

よ
れ
ば
V
字
形
の
構
図
と
な
る
。
千
野
香
織
「
神
護
寺
蔵
山
水
扉
風
の
構
成
と
絵
画
史
的
位
置
」
（
「
美
術
墨
一

O
六
号
一
九
七
九
年
二
月
）
参
照
。

9
聖
徳
太
子
絵
伝
綾
本
着
色
一

O
面
竪
一
八
五
・
五
糎
横
二
六
五
・
六
l
二
九
一
・
四
糎
墓
尽
国
立
博
物
館
所
蔵
。
本
作
品
は
延
久
元
年
、
秦

1 

横
九
五
・
五
糎

検
九
五
・
八
糎

横
九
五
・
八
糎

一
一
七



J¥ 

致
真
（
貞
）
に
よ
り
法
隆
寺
絵
殿
に
書
か
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
『
法
隆
寺
別
当
次
第
』
）
。

日
鶴
林
寺
太
子
堂
九
品
来
迎
図
板
絵
着
色
一
面
竪
二
ハ
八
・

O
糎
横
一
八
七
・

O
糎
天
、
水
一
一
一
年
（
棟
札
銘
）

日
真
言
入
祖
行
状
図
縄
本
著
色
八
幡
竪
一
七
二
・
九
i
一
七
三
・
二
糎
横
一
二
・

o
l
一
一
一
・
三
糎
出
光
美
術
館
所
蔵
。
本
作
品
は
藤
田

美
術
館
所
蔵
の
両
部
大
経
感
得
図
二
幅
と
と
も
に
保
延
二
年
、
内
山
永
久
寺
の
東
西
障
子
絵
と
し
て
藤
原
宗
弘
が
関
わ
っ
て
作
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

（
『
内
山
永
久
寺
置
－

Z
ほ
か
）
。

ロ
釈
迦
八
相
成
道
図
絹
本
著
色
一
一
隅
一
鋪
竪
二
九
・
四
糎
横
八
四
・
八
糎
三
重
・
大
福
田
寺
所
蔵

日
千
野
香
織
氏
注
8
前
掲
論
文

M
H

黒
田
泰
三
「
『
伴
大
納
言
絵
巻
』
に
お
け
る
人
物
表
現
の
特
徴
｜
旧
永
久
寺
伝
来
『
真
言
八
祖
行
状
図
』
と
の
比
較
を
参
考
に
し
て
l
」
（
新
編
名
宝
日
本

の
美
術
第
一
二
巻
『
伴
大
納
言
絵
巻
』
一
九
九
一
年
小
学
館
）

日
大
和
絵
の
文
献
的
研
究
は
、
家
永
三
郎
『
上
代
倭
絵
全
史
（
改
訂
版
）
』
（
一
九
六
六
年
墨
水
量
一
）
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
o

M

平
等
院
鳳
風
堂
扉
押
縁
下
墨
書
銘

（
北
面
扉
）
「
中
品
上
生
三
月
」

（
東
面
北
側
扉
）
「
上
口
問
中
生
四
月
」

（
東
函
南
側
扉
）
「
上
品
下
生
四
月
」

（
南
面
扉
）
「
下
回
開
上
生
八
月
」
「
秋
八
月
」

（
西
面
扉
）
「
日
観
冬
」

げ
岡
崎
譲
治
「
鶴
林
寺
太
子
堂
の
壁
画
」
（
『
月
刊
文
化
財
』
一
五
三
号
一
九
七
六
年
六
月
）

四
回
調
は
「
一
遍
聖
絵
』
第
二
巻
「
高
野
山
奥
の
院
墓
地
」
第
四
巻
「
信
漉
国
の
市
場
」
、
第
六
巻
「
片
瀬
の
乞
食
小
屋
」
第
十
一
巻
「
淡
路
志
筑
天
神
の
拝

殿
」
や
、
『
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
』
第
八
巻
「
墓
地
」
等
に
描
か
れ
る
。

m
文
治
五
年
（
一
一
八
九
）
、
藤
原
秀
衡
の
造
営
し
た
無
量
光
院
に
お
い
て
、
四
壁
扉
に
「
観
経
大
意
」
つ
ま
り
九
回
開
来
迎
図
に
加
え
秀
衡
自
ら
が
「
狩
猟

之
鉢
」
を
図
絵
し
た
と
あ
る
（
注
幻
参
照
）
。
平
等
院
を
悉
く
模
し
た
と
い
う
無
量
光
院
に
も
、
新
し
い
時
代
の
絵
画
の
兆
し
が
み
え
て
い
た
と
い
え
よ
う
o

m
鳳
風
堂
扉
絵
の
細
部
の
表
現
技
法
に
つ
い
て
は
秋
山
光
和
・
柳
沢
孝
「
平
等
院
鳳
風
堂
絵
画
の
研
究
」
（
『
平
等
院
大
塵
一
一
一
一
九
九
二
年
岩
波
書

店
）
参
照
。

幻
中
野
玄
三
「
仏
教
世
界
の
山
水
」
（
京
都
国
立
博
物
館
編
集
『
山
水
』
一
九
八
五
年
小
学
館
）

m
阿
弥
陀
堂
な
ど
の
壁
画
や
扉
絵
に
描
か
れ
た
来
迎
図
な
ど
の
記
録
は
以
下
の
通
り
。
記
録
は
主
に
小
松
茂
美
「
平
等
院
法
皇
堂
色
紙
形
の
研
究
』
（
一
九



目滝上寺九品来迎悶試論

七
三
年
中
央
公
論
美
術
出
版
）
及
び
平
田
寛
『
絵
仏
師
の
時
代
（
史
料
篇
）
』
（
一
九
九
四
年
中
央
公
論
美
術
出
版
）
よ
り
引
用
し
た
。

寛
仁
四
年
（
一

O
二
O
）
一
二
月
二
二
目
、
道
長
、
法
成
寺
無
量
寿
院
阿
弥
陀
堂
を
供
養
。
扉
に
「
九
品
蓮
台
の
有
様
」
を
描
き
「
色
紙
形
」
を
つ
け
る
。

〈
左
経
記
・
栄
花
物
語
〉

天
喜
元
年
（
一

O
五
三
）
三
月
四
目
、
頼
通
、
平
等
院
鳳
風
堂
供
養
。
〈
扶
桑
略
記
〉

永
久
二
年
（
一
一
一
四
）
一
一
月
二
九
日
、
白
河
法
皇
、
蓮
華
蔵
院
九
体
阿
弥
陀
堂
を
供
養
。
頼
俊
、
扉
絵
を
描
く
。
〈
中
右
記
〉

大
治
六
年
（
一
一
一
一
二
）
七
月
八
日
、
鳥
羽
法
皇
、
成
菩
提
院
阿
弥
陀
堂
を
供
養
。
仏
後
壁
に
仏
師
知
順
が
「
九
品
受
陀
羅
絵
像
」
を
、
其
の
北
面
に
頼

俊
が
「
補
陀
羅
山
」
を
図
す
。
〈
長
秋
記
〉

長
承
三
年
（
二
三
四
）
四
月
一
一
一
目
、
絵
師
信
茂
、
法
金
剛
院
新
造
御
堂
の
扉
絵
の
こ
と
に
つ
き
源
師
時
に
伺
う
。
八
長
秋
記
〉

保
延
二
年
（
一
二
三
ハ
）
三
月
一
一
一
一
一
目
、
鳥
羽
法
皇
、
勝
光
明
院
を
供
養
。
長
承
三
年
五
月
よ
り
絵
師
応
源
ら
、
平
等
院
に
て
種
々
絵
様
を
図
す
。
扉
絵

は
覚
猷
辞
退
に
よ
り
頼
俊
が
担
当
〈
長
秋
記
〉
。
「
図
面
扉
絵
極
楽
九
品
往
生
並
ニ
迎
摂
儀
式
」
「
仏
ノ
後
壁
ノ
表
裏
ニ
ハ
、
図
絵
二
十
五
菩
薩
像
、
極
楽
九

品
変
像
」
〈
中
右
記
・
本
朝
続
文
粋
〉

保
延
五
年
（
一
一
一
一
一
九
）
一
一
一
月
一
一
一
一
目
、
待
賢
門
院
、
法
金
剛
院
南
堂
を
供
養
。
壁
画
に
九
品
往
生
・
六
道
衆
生
・
極
楽
長
陀
羅
を
描
く
。
〈
仁
和
寺
諸

院
家
記
・
僧
網
補
任
〉

仁
平
三
年
（
一
一
五
三
）
三
月
一
目
、
女
房
播
磨
局
、
知
足
院
堂
を
供
養
。
南
北
関
西
方
に
「
九
品
往
生
相
、
霊
鷲
山
儀
」
を
図
絵
す
る
。
〈
兵
範
記
〉

仁
平
四
年
（
二
五
回
）
八
月
九
日
、
鳥
羽
法
皇
、
金
剛
心
院
釈
迦
堂
・
阿
弥
陀
堂
を
供
養
。
阿
弥
陀
堂
柱
に
智
順
「
極
楽
長
陀
羅
」
を
描
き
法
印
に
、

四
面
扉
に
藤
原
隆
能
「
九
品
往
生
儀
式
」
を
描
き
正
五
位
下
に
な
る
。
〈
兵
範
記
・
本
朝
文
集
〉

応
保
元
年
（
一
一
六
ニ
六
月
一
目
、
紫
金
台
寺
一
供
養
。
仏
後
障
子
に
九
回
開
往
生
図
を
描
く
。
〈
仁
和
寺
諸
院
家
記
〉

仁
安
四
年
（
一
一
六
九
）
二
月
三
目
、
平
信
範
、
知
足
院
能
舜
院
東
丈
六
堂
を
供
養
。
後
壁
に
「
極
楽
世
界
伎
楽
菩
薩
並
依
恰
荘
厳
之
変
相
」
を
図
絵
す

る
。
八
本
朝
文
集
〉

承
安
元
年
（
一
一
七
一
）
一

O
月
八
日
、
法
金
剛
院
丈
六
阿
弥
陀
堂
供
養
。
仏
後
壁
に
極
楽
世
界
・
九
品
往
生
長
陀
羅
な
ど
を
描
く
。
〈
百
練
抄
〉

文
治
五
年
（
一
一
八
九
）
九
月
一
七
日
、
秀
衡
、
無
量
光
院
を
供
養
。
四
面
扉
に
「
観
経
大
意
」
を
、
加
え
て
秀
衡
自
ら
「
狩
猟
之
体
」
を
図
絵
す
る
。

「
院
内
荘
厳
、
悉
以
所
模
宇
治
平
等
院
也
」
。
〈
吾
妻
鏡
〉

貞
応
三
年
（
一
二
二
四
）
四
月
、
法
眼
草
智
、
四
天
王
寺
絵
堂
に
「
九
品
往
生
之
人
」
と
「
四
天
像
」
を
描
く
。
「
守
本
様
、
依
伝
文
図
絵
既
乾
」
と
あ

る
。
八
知
恩
院
蔵
法
然
上
人
絵
伝
・
門
葉
記
〉

建
長
五
年
（
一
二
五
三
）
一
一
一
月
一
一
二
日
、
加
賀
権
守
藤
原
在
房
、
法
印
長
賀
・
源
尊
・
快
智
と
と
も
に
、
法
勝
寺
阿
弥
陀
堂
供
養
に
賞
を
受
け
る
。

一
一
九



。

〈
経
俊
卿
記

v

n
平
田
寛
「
商
都
絵
仏
師
」
（
注

m前
掲
書
研
究
篇
第
三
章
第
一
節
）

μ
千
野
香
織
氏
注
8
前
掲
論
文

お
行
徳
真
一
郎
「
湯
木
美
術
館
本
『
春
日
宮
憂
茶
羅
図
』
」
（
『
デ

ア
ル
テ
』
八
号

一
九
九
二
年

西
日
本
文
化
協
会
）

付
記

本
稿
は
滝
上
寺
本
九
品
来
迎
図
の
実
施
調
査
に
も
と
づ
い
て
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

調
査
に
あ
た
っ
て
ご
高
配
を
い
た
だ
い
た
滝
上
寺
御
住
職
宇
野
順
治
氏
、
奈
良
国
立
博
物
館
の
梶
谷
亮
治
氏
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

ま
た
、
ご
指
導
い
た
だ
い
た
平
田
寛
先
生
、
ご
助
言
を
賜
わ
っ
た
菊
川
淳
一
先
生
を
は
じ
め
九
州
大
学
文
学
部
美
学
美
術
史
研
究
室
の
皆
様
に
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。



滝上寺九品来迎図試論

図 1 九品来迎図 （上品上生） 奈良 滝上寺所蔵



一

図2 九品来迎図（上品中生） 奈良 滝上寺所蔵



一
一一

滝上寺九品来迎図試論

図 3 九品来迎図（下品中生） 奈良 滝上寺所蔵



図4 山水厚手風京都国立博物館所蔵

四

図 5 平等院鳳風堂復原扉絵（中品上生）



滝上寺九品来迎図試論

図6 聖徳太子絵伝（第一隻左曲） 東京国立博物館保管

五



図7 鳳風堂扉絵（中品上生）部分

-'-
ノ、

図8 九品来迎図（上品中生）部分奈良滝上寺所蔵


